
日
の
丸
の
旗
な
ど
、
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

船
内
は
ア
ジ
演
説
も
な
く
、
至
っ
て
無
事
平
穏
、
八
月
七
日

舞
鶴
港
に
感
激
の
入
港
し
た
。
こ
こ
の
海
軍
兵
舎
で
復
員
手
続

等
で
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
、
一
路
故
郷
へ
。
盛
大
な
出
迎
え
を

う
け
て
、
七
年
ぶ
り
に
我
が
家
へ
着
く
。

復
員
後
は
農
業
を
し
な
が
ら
市
内
の
会
社
へ
勤
め
、
妻
子
に

も
健
康
に
も
恵
ま
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
で
も
思
う
こ
と
は
、
五
十
年
前
、
酷
寒
の
シ
ベ

リ
ア
で
飢
え
と
寒
さ
に
加
え
重
労
働
で
死
没
し
た
戦
友
の
皆
さ

ん
の
御
冥
福
を
心
か
ら
祈
る
次
第
で
あ
る
。

帰
国
後
も
後
遺
症
に
悩
む
　 

長
野
県
　
伊
藤
菊
次
　 

昭
和
十
年
徴
兵
検
査
の
結
果
、
甲
種
合
格
、
徴
集
免
除
と
な

る
。
日
支
事
変
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
十
一
月
、
充
員
召
集

に
よ
り
松
本
輜
重
隊
に
入
隊
。
一
カ
月
後
、
南
支
方
面
に
派
遣

さ
れ
る
べ
く
広
島
よ
り
輸
送
船
に
乗
り
出
港
す
る
も
、
英
国
艦

隊
に
阻
ま
れ
、
急
遽
台
湾
に
変
更
し
上
陸
、
任
務
に
つ
く
。
三

月
に
召
集
解
除
と
な
り
帰
郷
す
る
。

昭
和
十
六
年
七
月
、
関
東
軍
特
殊
演
習
参
加
の
名
目
に
よ
り

再
度
召
集
を
受
け
、
金
沢
の
輜
重
隊
に
入
隊
す
る
。
一
カ
月
足

ら
ず
で
牡
丹
江
省
樺
林
輜
重
隊
第
四
中
隊
に
編
入
に
な
る
。
昭

和
十
九
年
五
月
、

南
方
派
遣
の
命
に
よ
り
釜
山
に
集
結
す
る
も
、

戦
局
険
し
く
出
港
を
断
念
し
原
隊
に
復
帰
す
る
。
昭
和
十
九
年

十
月
、
ハ
イ
ラ
ル
第
一
一
九
師
団
に
編
入
。
翌
二
十
年
六
月
よ

り
興
安
嶺
の
山
中
に
陣
地
を
構
築
。
ソ
連
軍
の
進
攻
を
迎
え
撃

つ
べ
く
準
備
中
、
終
戦
と
な
る
。
八
月
二
十
日
ご
ろ
、
博
克
図

に
集
結
せ
よ
と
の
命
令
に
よ
り
武
装
解
除
の
後
、
博
克
図
の
収

容
所
に
入
り
帰
国
を
待
こ
と
と
な
る
。

約
一
カ
月
後
、
九
月
十
七
日
、
輜
重
第
一
一
九
連
隊
を
中
心

に
連
隊
長
以
下
千
五
百
名
の
第
二
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
二

段
に
仕
切
ら
れ
た
貨
車
に
乗
る
。

列
車
は
な
か
な
か
発
車
せ
ず
、

こ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
話
が
飛
び
交
う
。
日
本
へ
帰
れ
る
と
言
う

人
、

い
や
ど
う
も
ソ
連
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
…

:

。

不
安
の
数
時
間
が
過
ぎ
暗
闇
が
迫
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
動
き
出

す
。

い
ず
れ
の
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。



朝
に
な
り
見
渡
せ
ば
列
車
は
意
外
に
も
西
へ
西
へ
と
進
ん
で
い

る
。十
数
日
の
後
、
列
車
の
着
い
た
所
は
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地

区
ア
バ
カ
ン
の
チ
イ
ナ
ゴ
ー
ル
ス
カ
ヤ
村
と
聞
く
。
こ
こ
の
半

地
下
式
の
バ
ラ
ッ
ク
に
各
隊
別
に
収
容
さ
れ
る
。

翌
日
か
ら
道
路
工
事
、
水
道
工
事
な
ど
の
重
労
働
に
、
一
部

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
農
場
手
伝
い
な
ど
を
や
り
、
十
日
ほ
ど
過
ぎ
て
、

こ
れ
か
ら
炭
坑
へ
入
れ
と
言
わ
れ
る
。
炭
坑
の
粉
塵
が
立
ち
込

め
る
中
で
の
重
労
働
。
食
事
ら
し
い
食
事
は
与
え
ら
れ
ず
、
空

腹
で
作
業
は
捗
ら
な
い
。
ノ
ル
マ
が
達
成
で
き
な
い
と
食
糧
は

減
ら
さ
れ
る
、
腹
が
減
っ
て
は
仕
事
が
で
き
な
い
、
こ
ん
な
悪

循
環
が
続
く
。
幸
い
な
こ
と
に
我
々
の
班
は
採
炭
前
の
ハ
ッ
パ

の
準
備
、
ト
ロ
ッ
コ
の
レ
ー
ル
敷
き
な
ど
の
作
業
に
回
さ
れ
る
。

こ
の
監
督
が
親
切
な
老
人
で
、
い
ろ
い
ろ
と
面
倒
を
見
て
く
れ

利
便
を
計
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ノ
ル
マ
も
上
が
り
食
料
も
増
配

に
な
り
、
時
に
は
食
べ
物
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
他
の
人
に

は
悪
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
お
陰
で
生
き
て
帰
る
こ
と
が
で
き

た
。二
十
二
年
四
月
十
五
日
、
日
本
へ
帰
す
と
言
わ
れ
列
車
に
乗

り
、
ア
バ
カ
ン
を
出
て
ナ
ホ
ト
カ
へ
来
る
。
い
よ
い
よ
日
本
に

帰
れ
る
と
喜
ん
で
い
る
と
、
新
青
年
連
合
と
名
乗
る
人
た
ち
が

来
て
、
日
本
へ
帰
る
た
め
の
隊
長
選
挙
を
行
え
と
言
わ
れ
る
。

現
在
の
隊
長
を
選
出
す
る
と
「
お
前
た
ち
は
民
主
教
育
が
で
き

て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
、
第
二
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
猛
教
育
と

労
働
を
一
週
間
。
よ
う
や
く
許
可
が
出
て
乗
船
、
舞
鶴
港
に
上

陸
。
懐
か
し
の
故
郷
へ
帰
る
。

帰
国
後
、
家
業
の
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
次
第
に
体
調

が
悪
く
な
り
、
病
院
に
行
く
と
塵
肺
と
診
断
さ
れ
、
通
院
し
て

い
た
が
思
わ
し
く
な
い
。
昭
和
三
十
二
年
五
月
よ
り
三
十
六
年

五
月
ま
で
、
丸
四
年
間
の
入
院
生
活
を
送
り
、
よ
う
や
く
回
復

は
し
た
も
の
の
、
今
で
も
定
期
的
に
通
院
し
、
薬
を
欠
か
せ
な

い
日
々
が
続
い
て
い
る
。
あ
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
炭
鉱
労
働
の
影

響
が
い
ま
だ
に
続
く
と
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

あ
の
厳
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
日
本
に
帰
る
こ
と
も
で
き
ず
斃
れ
て

逝
っ
た
友
を
思
え
ば
、
こ
う
し
て
帰
国
で
き
て
家
族
と
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
だ
け
よ
か
っ
た
と
諦
め
る
昨
今
で
あ
る
。




